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文  厭

緒   論

 諸種ノ冊疾患テ鑑別スルニ際シ，既往歴ヲ参考シ，視診止鰯診等ニョリテ之テ判定スルノ

外，倫現今補助的槍術トシテ必要鉄ク可カラッルモノニ「レ川ゲン検査アリ，胃液ノ楡杏

アリ，更二糞便ノ検査存ス．何レモ補助検査ナル以上国ヨリ該検査所見ノミテ皿テ直テニ診

勘上決定的贋値アルモノトテスタ得ズ．是虚二於テ，ソノ統計的研究ハ始メテ意義アルモノ

ニシテ，条等ハ1924年ヨリ1929年二至ル過去5ク年間二夏ル大里内科教室入院並ビニ外來患

者二就キテツノ胃液並ビニ「レントグン検査ヲ施行シ得幻レ例チ蒐メ，1930年8月現在二於

クル被検者ノ淋況ラ調査シ，特二胃液所見二關シテ報告スル所アラントス．尤モ從來胃部諸

疾患ノ胃液機査所見二就キナ報告セラレタルモノ實二枚撃二邊アラス．敬二今更二足テ繰返

スノ必要テ認メサルベシ。然レドモ余等ノ報告二於テハ上述胃液検査ヲ施行シクル患者ノ遠

隔症状二就キナ間合セテ嚢シ，以テ誤診ノ症例ノアラザリシカ，或ハ轄蹄如何ナリジカテ究

メ，以テーニハ診断ノ更二確實ナラムコトヲ期シ，他ニハソノ所見判定上式ハ從來完ク顧慮

セラレサリシ重要ナル何物カノ春セザルカニ就キ特二注意テ沸ヒシコトヲ附記セント欲ス．

倫条等ガ糞便ノ強盗威駿ニモ言及スル所アリシハ，該検盗ハ消化道出血ノ孚。定上，胃液検査

トハ殊二密接ナル開保有ルデ以デナリ．

              胃液並ビニ糞便検査方法

 1一胃液検萱方法．

                  【脳】
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 条等ノ症例ノ多クバ外來患者ニシテ之二甥シテー七，分割餉胃液検査法ハ施行シ難キチ以テ，従前ノ単

一酌検費法二俵リシモノナリ．

 胃液採臥先ズ患者二試験朝食トシテ，長典氏試験朝食，印チ自麺麹80風，微温湯200跣トチ奥＾，

1貼間後胃液採取，終リテ1立ノ微温湯ニテ胃洗瀦チ狩＾リ、即チ先二探1取セル波テ塊デ胃液検萱二供

シ，後者ノ洗糖液川之ヂ1ヨ盛容器二取リ，沈下セル食溝容量ノ多少チ以テ胃運動カテ判定セリ．

 壁些濾過胃液ノ適嵩量テトリT6P「e・法二候リ，0．5％ヂメチール・アミドアッベンツテール酒精溶液

チ指示薬トシテ遊離騒酸皮チ測定シタル後，yノマ・ヨ1ノ㍉1－2滴ノエ％フェノール・フタ1ノン酒精溶液

テ標示薬トシテ滴加シl N／10苛性曹逮液ヂ以テ滴定シ総酸痩テ定メタリ．値シ豫メ「コンゴ1紅級テ浸スモ

青墜セサル胃液二就イテハ直テニ総酸漢ノ定量二從事セリ．

 乳酸．稀鮮麗酸第こ鐵液二侯ル鮮黄色現色反騰二役ル（26〕．

 潜血反騰．Th研e皿。n甘Roua皿dノ「ピラミドン法二俵ル，ツノ地「ペプシノーゲン」ハG廿日tzer法二從

ヒ，「カルミン繊維業ノ「カルミy」遊離チ目標トシテ大騒ノ有無チ制定スルコト・セシモ，ソノ検萱ハ総

例二亘ラザリシチ以テ本報告ニテハ述ペザリキ．

 2．糞便検査カ法．

 墨卵検査．專ラ「グ可セリy」加，飽和食麗水テ貝ナスル薄游法二候ル．

 潜血圧腰．前記「ビラミドン法二目ル．

 3． 「レントク’ン肇軸臼検査、

 毅験例ノ殆ド総テニ於テ胃液検査二次ア属「レントゲy」検査ヂ施行シ以テ診断二資セリ．

検 査 成 績

第一項 胃液遊離騒酸度

 単ナル腎症状ト目ス可キモノ・ミノ場合，ソノ種々ナル分泌異常テ知悉センニハ，胃液検

査テ施行センニ著カス．然レドモ是等ノ多クハ豫後概シテ可哀テルモノナル故，畢童鑑別珍

凱ヒ問題競サル・所ノモノハ，依然胃癌，胃潰瘍ノ有無判定二麟スベシ．胃癌患者二最壬慶

々遊離盤酸ノ鉄如スベキコけ始メテ唱ヘタルハ1879年㈹V・n d㎝Vdd㎝ナリトス．然

レドモヤガテ㈹H趾tm・㎜，㈹F・三ed㎝wa1d舳d B・y・n等ハ胃癌患者ノ20－30％トイ7紗

カラザル頻度二於テ勢テ正常酸度以上ノモノアルテ嬰ゲ。無酸症ヲ過重税スベヵラザルコト

ラ連べ，岬〕谷口，㈹耳川等ハコノ高酸度型ト潰瘍癌トノ關係ニツイテ硫究シ，ソノ必スシ

毛平行スルモノニ非ザルコトヲ指摘セリ．

 胃潰瘍例ニアリテ過酸症ラ創メテ護見セルバ㈹Riedelナリト離モ，過酸症叉必ズシモ清一

瘍ノ存在テ肯定セシメズ．唯，胃潰瘍二於テ歴々甚ダ高キ過酸症ヲ現出スルトイフコトバ走

読ナルガ如シ．

 第1表ハ条等ノ成績中消化管系統二腐スル疾患テ包括シ，胃液遊離駿酸ト疾患ノ種類トノ

關係＝テ示セルモノナリ、表中（イ）トアルハ，入院忠者ヲ」含ム外来総稔吉例敷ニシテ，（口）ト

記セルバ，入院忠者ノミノ横恋例トス．以下スベテ之二微7．蓋シ入院忠者二於テハソノ診

断，ヨリ確實ナルヲ思ヘバナリ．

                    【105】
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第1表二掲ゲタル余等ノ数字テ通覧スルニ，高酸度ハ胃癌二於テ漸ク6％二足チ讃明セル

              ● ● ●
二反シ（後述），門及ビ十二指腸潰瘍二於テハ凡ツ40％二認メ得タリ．且70度以上ノ如キ著シ

ギ高酸度ハ胃癌症例ニテハ全然之テ認メザリキ．第2表ハ胃癌，胃潰瘍並ビニ十二指腸潰瘍

患者二於ケル高酸度出現率ニツキ，從來ノ諸家ノ報告トノ比較ヂ示セルモノテリー

次二無酸症ノ出現率ハ弼癌二於テー頭地テ抜キ，総需癌例ノ約64％二相欝セリ．是テ諸家
  ● ■ ■
ノ報告二比較スルニ第2表二示スガ如シ．t1ηMattiノ如キバ82，5％二進無酸症テ経験セリ

            【106】
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トイフ．

第   二   表

11111 諛h慧下｛㍍モニ〃
   lH舳mm

   1千  川
胃 癌1

   1腕㎞舳恥
余  等

551    53．7 ！  15．81

106    岨9，0    25．4

100  52  161

283    63．9    1810

   肺。工dt3〕      ≡

   R枇timeアer｛24，          l

   Wi。昌i。。舳    1
胃潰瘍              ‘

   ㌘ズ  、、、1

   岬、㎞   、、1

十二指 余  等

腸潰瘍 Moy口ih・o

 0

11，3

13．1

17，4

16－0

26

10．2

4．5

9，4

6

6．O

 g1  5a8   341
              37，8

              42．6

、、、 、、、 1：1：

ユ5，7    18，4    34，2    15．7     5．2

111    12，6    18，0           29，7           38．7

71     5．5     4．1    ユ2，8     5，5    24，2    48．5

 荷，潰瘍例二於テハ高酸度ノ出現最モ歴々ナリト雛低酸或ハ無酸ノモノモ亦認メラル・ユ

トハ翫二知ラレタル所ナリ．㈹Moynih乱nノ冒潰瘍ノ無酸症例13．1％ハ条等ノ11．3％二基・

ダヨク柵一致スルチ認ム．

 從來症候的減酸症或ハ無酸症二就チノ研究殊二進ミ，是二開スル諸家ノ記載叉蓬シク多

シ．悪性貧血二於テ，ωF㎝w1ck始メテ之ラ記述シ，爾来コレガ起因二關シテ大イニ議論
  ■ ■ ● ●

アリテ定ラズ．条等ノ入院患者，祠島英男（38歳，診断，亜性貧血症）ニテハ纏酸度5ニシテ

遊離騒酸ハ完ク鉄如シ，乳酸反騰及ビ潜出血反騰ハ共二陽性ラ示セリ．愉，再生不能性貧血
                                 ■  ●  ■  ■  ●  ●  ●
デ胃液テ検査シタルモノ3例アリ．中1例ハ無酸症，1例ハ低酸症，1例ハ正常酸度テ示セ

リ．威書ハ既二，慢性胃炎，肺結核或ハ構尿病，急性熱性病（肺炎，腸チフス症）等ニテモ亦
        ●  ■  ●  ●    ●  ●  ■       ●  ■  ●    ■  ●  ●  ■  ■

歴々無酸症ノ出現スルヲ違べ，徽青二於テモェ21〕Neubau町ハ62％ノ減酸症及ピ9％ノ無酸
              ● ●
姪トヲ得，t5）Fr註㎝ke1，亙．ハ徽毒性胃潰瘍ニテハ無酸症トナルベキテ指示シ，｛7〕GIaserモ
             ■ ● ■ ■ ● ■
是ヲ遊ベタリ．之等ノ疾奮二就イチ余等ぐ多数ノ検査例テ有スルモ繁二夏ルデ以テ他日二譲

ノレコト・ス．

 条等ノ胴徽毒ノ1例，角谷英男（59歳）ハ，合併症二徽毒性大動脈炎テ有シ，ソノ嗣液纏酸

度ハ20テルモ遊離盤酸ハ之テ鉄ヰ，他ノ2例二於デモ夫々，遊離盤酸度工O及ビ18テ示シタル

ニ適キズ（第1表）．

 騰道疾患ノ弼酸度モ亦多クハ無酸叉ハ低酸テ星ストハ既二先人諸家ノ認メシ所ニシテ，稀

ニハ却テ高酸ノモノテモ有ストイ7．U2〕Ke11i㎎ハ膿石症254例申30％二無酸症テ見出シ，

蜆”0h1y干亦之テ指摘ス．エ20〕三宅ハ手術ニョリ確實ニサレタル騰石症424例申42％ノ無酸

                  【107】
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症，29．7％ノ低酸症テ得タリ．期タノ如キ騰道疾患ノ無酸又ハ低酸ノ起因二開シテハ衙諭箏

多クシテー定セズ，夙二（1910）Uo〕HohIweg，Schmidtハコレガ起因テ軍ナル騰嚢機能駿

縄ニァリトシ，0hly叉膿婁ノ生理的麗鮨障害セラル・場合卵チ，粘膜ノ炎衡，膿嚢ノ萎縮

或ハ膿石二体ル瞭道ノ閉塞，叉八手術ニコル鵬婁別曲等ノタメ，70－80％二無酸症テ球スト

ナセリー以上ノ原因諭二反駁スルモノ相鍾イデ越リ，三宅八手術例テ引胴シ，術前低酸症ナ

リシモノニシテ，術後無酸症トナリシモノ11．物ナリシニ郵シ，術後却テ多少ノ酸度増加テ

來セルモノ23・7％テ得タルコトテ皿テHoh1w・gノ論説ヂ駁シクリ．㈹松野ハソノ後實験

的ニコレテ讃明シ得タリー氏寺ハ謄道疾患ノ無酸叉ハ低酸症テ長期二夏ル時ノ腿俸現象ナリ

トシ，早期二於テハ寧日高酸テ星ス〕ヒ，病因ハ，胃及ビ腰道支配植物静経系統ノ持続的

失調ニアリトナス．条等ノ被験例二於テ騰石症42例申無酸症15脚（35．7％）低駿症ユ5例（35．7％）

ニシテ勘テク0一路迄ハ無酸若シクハ低酸ナルテ知ル．

         第二項 無酸症ノ韓蠕ト胃癌二対スル診断的贋値

 前項ニテ遊ベタルガ如ク，無酸症ハ講腫ノ疾患二於テ肥現シ得ルモ特二胃癌ノ鑑別診断二

賓スベシドナセルバVan d㎝Ve1d㎝ナリ．シカルニ㈹Martiusハ以上ノ何レノ疾患ニモ

属セサル所謂箪鈍性無酸症ノ存在スルコトテ指摘セリ．敬二認ムベキ共他ノ症状ナキ無酸症

二遭遇スルニ際シ，コノモノハ所謂軍縮性無酸症ナルカ，又ハ胃癌ノ伏在スルニヨルニEノナ

ルカハ鑑別診断ヒ産グ重要ナル役割テ漬1スルモノトナレリ．是条等ガ本項二於テ，被検例ノ

特二無酸症例ニツイテソノ韓蹄及ビ診断的慣値テ明カニセント企デシ所以ナリ．

 第三表 無酸症例ノ疾病冒u   第3表ハ被俄例申無酸症ナリシ371例ノ疾病別二俵ル

疾 病 症例 百分率

i

胃 炎 70 18，8

胃下垂症 47 12．7

胃 潰 瘍 33 8．9

十二指腸潰瘍 14 3．8

胃 癌 181 48．8

胆 嚢 炎
 ’31

0．8

組 石 症 工5 4，0

肝 癌 5 1，3

肝 徽 毒 1 O，3

膵 癌 2 0．5

i00分率テ示セルモノニシテ胃癌ノ、断然多クシテ略々50

名テ占ム．右ノ統計ハ胃液並ビニ「レントゲン検査施行

時ノ臨床的診籔ト患者着シクハ遺族ヨリノ返書ノ所近ト

チ基礎トシテ可及的正鵠チ期セシモノナリ．以下北ノ間

ノ浦息テ明カニシ以チ無酸症ノ診1数的贋f直テ知ラント飲

ス．

 第斗表ハ外來診歓ニテ胃癌トサレタル症胸中無酸症ナ

リシ総数188例中更二返答テ得タル93例二就キテソノ鱒

簾テ表示シタルモノナリ．

 返答チ得タル93例中生存者ハ14蜘ニシテ，死亡者ハ79

 例（85％）ナリ．今生存者14例二就キテミルニ，内2側ハ嗣瘤ノ外科的手術テ受ケ生存中ニ

シテ，1側ハ嵩症状蕗シク全身状態叉完ク浸ナレヰルト記載サ1ノ，他二中等度乃至極度ノ腎

症状テ訴ベツ・アルモノ5例（更二内3例ハ明カニ腫瘤テ濁知サル）テルモ，残饒ノ6例二至

リテハ金ク健康ニシテ何等ノ消化道障碍テ訴ヘズ．印チ無酸症例ニシテ謂癌ト診断セラ1ノシ

188例ノ中約3．2％ハ先ク健康髄ナリシテ知レリ．

 次二死亡者79脚チミルニ，ソノ死因果シテ胃癌ト記載サレタルモノ68例ニシテ経過中清化

                  【108】



二三胃疾患鑑別室關シテ胃液ソノ他検査ノ僚値列定ニヅイテノ統書干的研究    323

第   四   表

外來診断 確定診断 轄 騎 （返 答 ニ ヨ ル〕
一一■      一               ，

返答
無酸テ得 1、ル症例  鐵．

外來診
確定 生存者敷 死亡 死亡者内譲

経過中澗
断ト不 化道障碍 腹部腫瘤

患 』                        ’

一致ノ 診断 、健康 不健
藪 康

者敷 死亡診断1数 有 無
有1抵航1無    ■

6 6 412？

’6 6 4 2

術後2 術前2 術前2

冒    癌 68 46 1！
21？

60 5 3

罵    病 2 2 2

胃癌 188 93 ］817 79
心臓麻痺 1 1 1

老  衰  死 1 1 1

記入 ナ シ 4 4？ 4

インフルエンザ 1 1 1

1 急性賜加答兄 1 1 1

膵    癌 1 1 1 I

  ？ ハ返答欄二記入ナカリシニEノ．

鎖障碍テ訴ヘタルモノ46例，全ク之ヲ鉄ケリ｝言巳セルモノ1例，残リノ21例ニテハ記載ヂ鉄

ク。更二腹部腫瘤並ビニ測沈感トノ關係ヲ調ブルニ68例中60例二於テ是テ明カニ鰯知シ，5

側ニテハ抵抗テ感ジ，3側ニテハ全然抵抗デモ認メザリキトイ7一換言セパ自蟹及ピ他箆的

二腫瘤テ知リ得ヂリシモ，無酸症及ビ共他ノ症状ノ綜合ニョリ胃癌ナリト診断セラレ1果シテ

死因ノ胃癌ナリシモノ3例（ユ88例中約1．6名）アリタリ．爾饒ノ死亡者1期中8側ハソノ死

因，胃病，心臓蹴陣，老衰死，「言巳入ナシ」等テルモ側ひモ無酸症ニシテ，胃部ノ腫瘤テ鰯

レ，且消化道障害テ訴ペタルモノナル以上，ソノ死因，凡ソ胃癌ニシテ外來診断二一致スル

モノト推定シテ謬ナカルベク，「インフルエンザ」及ビ「急性腸加答見ニテ死亡シタル2例そ…

亦，同断シテ可ナルベシ．

 依ツチ返答状ニヨノレニ胃癌ナリト診断セラレシ無酸症ノ内，明カニ胃癌ナラザリシ毛ノ

バ，膵癌ノ1例ト健康者ナリシ6例計7例ニシテ188例二就キ3．脇二相當ス．

 同様ハ吟味テ順次各疾患中返答ヲ得タルモノニ就キナ行7二，第5表二於テ表示スルガ如

ク，胃下垂症，十二指湯潰瘍，肝癌及ビ雌石症二於テハ何レモ外來診断ト不一致ナルモノテ

見出サス．

 胃炎ノ無酸症73例ヲミルニ，返答ヲ得タルモノ28例，内6例ハ死亡シ，22例ハ健康叉ハ不

健康ノマ・生存セリ．6例ノ死亡者申2例ハ弼癌テ以テ死亡シ，更二内1例ハ後期二至リテ

腫瘤テ鰯ル・二及ベルモノナリトイ7．他二胃潰瘍テ以テ死亡セルモノ1例アリ．依ツチ間

炎ト診断サ1ノシ無酸症例73例中胃癌ノ鱒蹄テトリタルモノハ少クモ2例（2・7％）アリー

                  【コ09】
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第  五  表

外來診蚊 確定診断 輻蹄（返答 こ二 ヨ
ル）

1 一1確定

痛忍鶏樗1齢1独致／ 「躰棚 死亡 死亡者内課 経過中澗I
ｻ道鯛1 腹部腫瘤叉ハ抵抗

』L 皿＿■＿  ＿ ＿＿＿＿I 」 」 ユ 一 凹
一一一 @ 一 ！一

一 ＿  一■．1

’診断11健康倭健 撒」 死亡診断」 藪 引無1 右1  ■?R1無 ≡

I5
1

151
ユ5

1
7 7 7

胃
⊥ 1

一…I｛【■一一1一

i 胃 癌 2 1 1？  iP後期 1

1731 28 3 70 胃 潰 瘍 1 1≡

i
i

1

6 精 榊 病 1 1ヨ
1 1

炎
1

胃1 病 1 1

不 明 1 1？1
1！1

？

j

胃i．  一
謔Pi471’21 0 47 11 工一 O 4 8’ い

f 12 1 6 6 12
 ≡胃1

4 4 4
i

一． 』       I一

．
一       凹     …一 一             ’ 一   ■     一 ■  1     1 …              皿     …

一■I’1、、  一33

筒 癌 3
3；I ・1 工

清一 36 31
胃 腸 病 1 1 1

7
瘍≡ 喉頭縞核 1 ’1、一

1
1

I 不 明 2 ？ 12？
I

3 3 3
十’

j

一 l 1

P1㍉㍉
141

3
・1

3
指 O 一’’  ’     ’ 一

¶      ．

腸
十二指腸潰瘍潰

1 ？ 1
1

瘍 i 2

I 1 i 心 臓 病 1 ？ 1

鶏1＋
f

I 1

31 3i
1 O 5 3 何ソモ肝癌

1 I

胆 。51。
0

1・・11  l

4

 』『そ Ol ，

3
・1

4
石

I

次二胃潰瘍ノ無酸症例36例ノ内，3側ハ胃癌ニテ死亡セリ．

第6表ノ前半二於テハ返答テ得タル無酸症例中胃癌ナリシ2，3ノ外來診麟病名ラカ・グ

タリ．

同表後孚ハ無酸症以外二「レントゲン検索等二於テハ何等認ムベキ所見テ得ズ診麟確定セ

サリシモノ・内ヨリ9例ノ返答テ得幻レモノニツキ表示セルモノニシテ，内5側ハ依然トシ

テ健在シ，4例（44％）ハ明カニ胃癌テ以テ死亡シ，2ク月乃至7ク月ノ経過テトレリ．自ロチ

無酸症デ唯一ノ症候トセルモ外來診断ノ鉄クシモノ・内4切ハ胃病死ノ危険性アリシモノナ

ルコトテ知ル，

附1．第7表ハ胃癌患者ノ死亡迄ノ日数ノ判明セノレ81例二就キナ，生前ノー胃液遊離酸度ト

             【110】
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         第   六   表

外 來 診 断 轍 蹄（返答二目ル）
返答チ得一 生存者数 死亡 死亡者内諾…

経過中浦一

疾   患 タル無酸
化道障碍   一 ｝ 腹部腫瘤

症例薮 健康 不健康 老籔 霧歎 有1無 有 抵抗 無

十二指腸感症 1 1 胃癌 1 1 1後期

動脈硬化症 11 1 〃 1 ？
・1 ？

貧  血  症 11 1 〃 1
・1

1後期

4 4 エー 3

外來診断欠 9 1 1 1

4 胃癌 4 ？ 1 2
1？

ノ關係テ赤セルモノニシテ，争クハ孚年以内ノ命数テルモ高酸度4例ノ内，2例ハ2年以上

ノ兼至ま超テトリタリ．

      第七表 碍癌患者遊離騒酸度ト死亡迄ノ日教（判明纏例8i）

死亡迄ノH激
半年内

   一

Oポ；鱗 2年以上
酸度 叶

＼、一

無 酸  0 45 12 5 1

低 酸1－20 7 2 1 1

正常酸21－40 1 1 1

高 酸41→ 2 2

附2．胃癌患者ノ年齢及ビ性トノ關係ヲ第8表二示セリ．条等ノ被験例二於テハ，男性ハ

         第八表ノ（1）胃癌ト年齢及ビ個1トノ鰯係

報告者

条 等

黒

U4丁

閏

  UT l
・1t・…11

峡
  「1    ！
  i121－30（％）．31－40（％）

  H    l
（イ）

（口⊃

（イ）

♂

（口〕

（イ）

♀

（口）

♂

旱

♂

旱

皇（1・2）

ユ（1．6）

4（L2）

4（6・5）

12（50・）23（676）l
l          －
 1    4

 2〔50．）  11（32－4）

 0    0

7（a・）i・5（1a3）

53

0．9

9（2・6）

7（29），

11．5

1，8

56（18・8〕

41（17・4）

一41－50（g6）51－60（ヲ6）

98（29・9）

18（29・5〕

64（65．3）

11（61．1）

34（34・7〕■

137（41．9）

25（41）

・（…）1

1’8（8α2）P
21（84）」

・9（皿8〕1

・（1・）1

61－70（％）

74（22．6）

12（19・7）・

58（78－3）

11

16（21．7）

1

・・（・臥・）L・・（・λ・）1・・（…）

 24．8   i  27．4

＿竺一」三一
…丁紬」1’1如1』〕

 63（27．1〕  88（37－3）

9．7

3．5

6I（ユ6．O〕

32（13．6）

71→（％） 計

10（3・0） 327

1（1・6） 61

9（91・6） 264（74）

1 49（80・4）

1（8・4） 93（26・0）

O 12（19・6）

6（5・3） 113

3．5 82．3

1．8 17．7

3（0・8）

3（1・3）

【111】



326 日置・倉重・山崎

妻1；ノ、…麦ノ（2）

冶剰余讐卜州ト11撰岡1出1・㎞㎞1
♂

9

2．8

1

2．8

1

2．9

1

4．65

 1

3．04

 1

1．6

1

50年代，女性ハ40年代二於テソノ頻度尤モ多ク，両性問ノ罹患比率ハ諸家ノ報告二一致シ男

性二歩ク，男女ノ比ハ凡ソ2．8ナル数テ示セリ．

             第三項胃液内乳酸

 ωBo・Sハ胃液内乳酸ノ謹明セラル・事テ，特二胃癌二歩クシテ，診断上茜ダ慣倣アルモ

ノトナセリ．然レドモ爾後乳酸ハ正常健康人胃液二於テハ大麗二於テ含有セラレスシテ，騰

適疾患，良性幽門狭窄症，或ハ胃運動障碍ニヨリ胃内容ノ停滞スルカ，又ハ髄酸分泌ノ鋏如

スルカノ爲二出現スルニ至ルモノトサル・二至レリ．併シテソノ全量ハO，1％一α4％ト記載

セラル．第9表ノ余等ノ陽性率二就イチ見ルモ胃液中ノ孚L酸ハ冊癌ノ殆ド孚藪以上二於テ護

明セラ1ノ，騰道疾患ト共二句レノ疾患ヨリモ幸二於テ遜カニ凌駕セル＝チ見，文織二徴スル

ニ，谷ロハ58．6名M1attiハ73．6％，（i51Makkasハ62．1％二護明シ， 黒田ハη％二認メタ

第九表 胃液内孚L酸
胃液内乳酸 乳酸陽性例二於ケル胃酸度内譲

疾  患 検萱総例

陽恒例 陽性牽％ 無酸1低酸 正常酸 高 酸

胃 炎1≦1 307
Q7

61
W

19，8

Q9．6

36－4 11
､

82 61’凹3

胃下垂1言； 231
P4

45
S

ユ9，4

Q9．2

22
P

11
R

9

胃潰瘍1二； 293
W5

29
P0

’9，8

P1，7

f，  1■… ■  一一 一

P5，3

P4．7

17

S≡

41 52 33

十二指腸潰瘍1二； 111
R4

17
T

83 41 51

冊 榊
283
V2

162
S2

5τ2
T8．3

125
R0

24
P0

91 41

胆嚢榊
52 21 40 1 11

一一    一止    L一  ■，  一一一

胆石症！二；一… o …

41
Q3

12
V

292
R04

84 11 32

一

20 O

肝 榊
141
T

 5
@2
鼈黶

｡一@1

35．7

S0
3 1 1

肝徽毒制LL

  2
@ 0
?v一一 1L一’

@ 2
@ 1膵 癌㈲

1O 1

【n2】
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リ．而シテコノ陽性牽テ遊離騒酸皮トノ關係二於テ｛ル時ハ（第9表），何レノ疾患ニテモ等

シク無酸又ハ低酸度型二於テヨリ順々出現スルヲ認メ僧ベシ．弦二於テ丑。aSノ指示セシ以

來乳酸ハ宵締二於テ尤モ歴々出現スト認メラレシ事費ハ，師チ胃癌二於テハ無酸症ノ蓬シク

多幸二曲來スト説明シテモ謬ナカランカ．M記kk3sハ1’；癌二於ケル是等ノ和亙開係ニツイ

テ，（1）遊離麗酸存在ストモ乳酸反雌陽性ナルコトアリ（9．6％），（2）遊離駿酸鋏如セパ遜カ

ニ順々（53．2％）乳酸ノ陽性二言登明サル・コトテ数字的二羽カニセリ、同様ノ鰯係ハ条等ノ表

二就キテモ亦認メラル．

             第四項 滅派内総酸度

 第10表ハ総被検例二於クル胃液纏酸度ト疾患ノ種類トノ醐係テ示セルモノニシテ，各例ノ

纏酸皮ハー般ニンノ遊離蟻酸度二峰々比例シテ増減シ，潰瘍及ビ癌腫二於クル縄酸度分布！

状態ハ凡ソ遊離騒酸度ノ犬ト平行ゼルテ見ル（第1表参照）．

         第十表 刊 液総酸度
疾病1嶋用・）1’’1前311易1…1㌶川11妻1ぴ191州1肪

胴炎1パ劉21㈱51811ザ燭：ザ1醐5綱8（Z6）11（α3）

胃下雛ポ養1≡24（’α4）1湖5；鯛16111113・1隅．・（・・）’糊

                          」
冊潰瘍㈲畿、llllザ㈱蝪11111織11搬；≡’1制3（α8〕

十二指（イ）1110 9（＆2）18（164）一27（24巧）124（21・8）23（209）7（6・4）2（1．8）
腸潰瘍（口〕 38－3（τ8〕6（15・7）7（1＆4）≡6（15・7〕9（23，6〕5（13．1）一2（5－2）

冊榊3秦．竈εlll；粥711雑111い鰐；17（5〕1（α3）

胆石症11；r塁i織■’l1剛ユ1鶴□縦；ミ鵜；

肝叫’lj3（20）≡酬111111洲「

第1ユ表ハ更二2，3疾病二於ケル無酸症例ノミニ就手チノ総酸皮テ示セルモノニシテ之ノ

～テ以テシテハー定ノ規則テ見出シ難ギガ如シ．

         第十一表各疾病無酸症例二於クル総酸度

疾    病
※． O。一10。

i％）

ユエ㌧20。

i％）

21。＿30。

i％）

31。一40。

i％）

      」
S1。一50。 ．。

i％〕；5’→（％）      ■

胃  炎1二；1             、 56－

S1
23側．O）3（75） 16（28・5） 1ユ（19石） 3（5－4）1（25・O） 3（5・4）

一 I

@          『  皿 一

?ｺ垂制
42
P．

ユ7（40・5） 18（428）≡

P

5（11・9） 1（2・4） 1（2・4）

，一簡 一

秩Q
胃潰瘍1｛ザ1一              一L  o… 7（20）2（22・2） 16（45・7）16（ユ7・1）5（55・5）i 5（14．2）1（n．1） ・（・8）1  門

E（n二・）」．     …      一 一   …    一 皿 o

十二帽腸漬州1’l              i 6（40）3（42・8） 5（33・3）3（42・8）     j 4（26・7）1（14・3）

j
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，

胃 癌㈲ 190 91147・9）
51r268〕122（116）l1εf30．2）15（11，6）

16（8・4） 7（3．7）

4〔9．3）

3（i・5）

43 18（如・9） 3（7・O）

胆 石 榊
17 9（52・9） 6（35・3） 1（5・9）

9 6（66・7） 3（33・3） 5

I（5．9）
@     ’

1 一
肝 叫

4 3（75 ）

1（25
1 1

）1
1

第十二表 縄酸度ヨリ遊離蟻酸度テ除去セル酸度

疾   病
轟 例＼

O㌧10。
i％〕

11。一2ぴ
i％）

21㌧3ぴ13r＿4び
i％）1（％）

41。山50’

i％）
51㌧（％）

I

胃  炎1書； 237
Q5

27（1L4）j11O（46・4〕2（8・O〕 12（48・O〕
76（12，0〕」15（6．3）7（28）．3（12・O） 6（2．5〕1（4・0） 3（1・2）

胃下垂1書； 185・
P4

17（9・2〕王t7・1〕 77（41・6）4（28・5） 69137・3）6（42．8）

’1㈱
3（1．6）I〔7．工） 4（2・1）

胃潰瘍制
305」98 27（8・8）9（9・1）

1ξ織1
106（34・7）40（40・8） 32（10・4〕10（エ0・2〕 11（3．5）1（1〕 1（7・1）

十二指腸漬州 96
R5

12（12．5〕2（5・7〕 坦4（45－8）工0（28，5〕 2（2・1） 4（1・2）ユ（1〕

胃  癒1首； 118
R0≡

11（9・3）3（工0・0） 42（35・6〕14（40・6）

       ■39（33・0）9（30）1
・8（・・一・）14（3．4〕3（10・0）！113・3）

2（2〕

胆石症1言；
12（52．2〕7（53・8）

4（17・）13（23・ユ）

5（21・7）3（23一ユ） 4（3・4）

肝  癌㈲

  23－2（8．7）  13一・一

@ 10 1（10・0）
@  4い（25・O）

4（40）2（50）

。（。。。）1       一2（20・O）ユ（25・0）

 元来胃液纏酸皮トハ遊離及ビ結合盤酸，乳酸，牛酪酸，酪酸等ノ有機酸ト酸性諸盤等二体ル

モノナルテ皿テ，鉱二総酸度ヨリ遊離盤酸度テ差引クニ及ベバッノ値祀自ハ次ノ如ク示サル．

    （総酸度）一（遊離盤酸度）＝べ＝（有機酸）十（酸性髄）十（縮合麗酸）

被弾例申ヨリ無酸症例テ除ヶルモノニ就イチ求メラレタルコノ値ペラ疾病別二見ルニ（第

12表）簡ソノ間一定ノ法則停セザルモ，一般二癌腫二於テハ無駿若シクハ低酸症ノモノ多ク，

耐カモ繊度モ離テルモ／多キ事費11・（燃度P扁鑑鰍臥・1・・一1

第十三表

疾  病 被敏例 β牛均値

胃   炎 237 3λ2

胃 下 垂 185 42．0

胃 潰 瘍 305 37，9

十二指腸潰辞 96 38．5

周   癌 エi8 51．1

胆 石 症 23 5α0

肝   癌 ユO 54．6

 ナル値βテ求ムル時ハ，英ノ値ハ胃癌例二於テハ大ニ

シテ胃潰瘍例ニテハ最モ小ナルコ第13表二示スガ如シ．

    第五項 胃液内並ビニ尿中潜出血圧旛

 豫メ食餌，服薬テ顧慮シテ採取セル胃液ノ潜出血反騰

テ試ムル時ハ，核反確ハ胃腸疾患中胃内出血ノ機雷チ最

モ多分二有スル胃及ビ十二指腸潰瘍，胃癌ノ鑑別判定二

費スル所妙カラザルベキハ當然ノ事ナルベキモ，事費ハ

之二反シテ，他ノ諸疾患トノ間二基ダ大ナル陽性率ノ相

違テ認メザリシコト第脾表ノ示ス如シ．表二就キナ余等

ノ潰瘍及ピ胃癌二於ケル陽性率テ見ルニ凡ソ50－60％ノ
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第十四表胃液潜出血成績
胃下垂「調瘍  一

十二指   ，_石症肝炎  ≡疾 病≡胃炎    j

腸潰瘍
胃癌 胆嚢炎

肝癌！肝梅毒膵癌  ■

（イ） 307 230 293 111 257 5 40 2 14 2 2

総例
（口〕 26 13 84 31 62 2 22 5 1

一 一…L」 一 ■ 一 一止
一一］

（イ） 94 79 144 43 138 2 11 2 6 1 1

陽性例
（口）

 一

№P6 55 21 30 1 8 3 1

一（イ〕 2τ313孔3 49．1 37．9 53．7 27．5 48
百分率

（口）

1
34・6146・1 65，4 67．7 48．4 36．4 60

間二存シ，谷口ノ59劣二一致ス．（25〕Sch1㏄ht，｛31〕Z邑epritzハ共二90％以上陽性ナリ｝記載

スー然レドモ軍ナル胃炎二於デモ30％二於テ胃液内血液圧鷹ノ陽性率テ得タルコトハ，ソノ

診断的贋値テ蓬シク損スル手ノタノレヤ論ナシ．

 展中潜出血圧魔

 今被検例ノ殆ド艦テニ就キ施行セラレタル尿中踏出血反騰検査成績テ見ルニ第15表二示ス

ガ如シ．一足等外來患者二於クル検査ハ特二前々目ヨリ食餌叉ハ服薬類二注意テ沸ヒ得ザリシ

             第十五表糞便潜出血威綾

1疾 病． 胃炎 胃下垂 胃鰯恵議1胃癌 胆嚢炎 胆石症
 1 ；
ﾌ炎肝癌肝嚴毒 膵癌

i

a 被験総例 工84 105 205 77 128 6 39 2 14 3 2

b 潜出血陽性例 81 43 126 44 1O1 2 9 2． 8 2 1

c 百分率％ 44 4α9 61，4 57．1 7＆9

d アyキロ合併例 56 15 40 15 34 1 3 ・3 1 1

a’＝a＿d
アyキロ合併例

128 90 165 62 94 5 36 2 11 2 1

b’＝b・d ノ除外 25 28 86 29 67 1 6 2 5 1 O

b’
Q1oo2’

百分率％ 19．5 31，1 52－1 468 71－9

モノナレドモ，大髄ノ消息ハ明カニシ僑ベキモノナラン．郎チ潰瘍，癌腫ハ比較的大ナル潜

血反騰ノ陽性牽テ示セリ．裏キニ吾ガ教室ノ㈹津川八十二指腸鐘症ノ80％二於テ尿中潜出

血反磨テ陽性二認ムルコトテ述ベシガ，今吾ガ外来患者二於テ甚ダ歴々遭遇スル所ノ十二指

腸盤卯ノ陽性ナル場合（同表d列）テ此ノ中ヨリ差引クニ及ビ（a’及ビb’列），始メテ展中潜

                              b！
出血反膝ノ陽性威綾ハ，癌腫乃至潰瘍ノ手腕二基ダ有カナル1数字（・7100）：チ賞スモノト語
                              a
フベシ．言ヲ換フレバ，十二指腸録卵ヲ護見シ得ザル場合ニノミ，尿中潜出血反膝陽性ノ縄

郵的腰値テ認メ得ベシ．腸内寄生盤ノ中，蝸鎧及ビ鞭轟ハ潜出血二殆ド奥ラザル事ハ川〕池

谷ノ…登セル慶ナルガ，条等ノ教室二於ケル経験モ之二一致スルモノアリ．患者治療ノ経過二

於テ蓮練検査二俵リ陽性牽ノ推移テ追求スルヲ得バ，固ヨリ詳細ナル鑑別診断ノ根擦トハナ

シ得ベキモ，条等ノ全例中之二該欝スル例多カラザルテ以テ，此慶ニハ此馳二鰯レサルベ
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シ．第16表ハ条等ノ被検例二於クル疾患ト寄生巖ノ種類トニ就イテノー覧表ナルガ，国ヨリ

ソノ間二一定ノ法則テ見出サス．

第十六表 1IJ腸疾忠二於クル寄生掻卵検査威綾

＼＼_寄生盗卵1
疾病＼＼、」i

胃  炎1｛！

胃 下 垂（イ〕

胃潰瘍1二1■

仁指腸漬瘍需

胃  癌1言1

胆石症1ニサ

服  剛＝

肝徽毒1二；

膵  癌制

胆嚢州

盗卵1一
十二指検査纏、例 陽性例 百分筆

＼」i 腸 錨 蝿 豊i鞭 墨 暁 姦

184 53．2 62（イ）三（口） 98 1 41 28
26 14 53．8 10 2， 2

」一一 F■一■’■
i

、（イ〕 105 35
33，3 」！   一146．1

20 13 14
＝（口）1 13 6 2 2 2

・（イ〕1て口）．

205 90 43，9 47 31 31
84 47 55．9 27 12   ＝ 1o

一
一（イ〕≡ 77 30 38．9 15 」 10 13
「（口）… 31 11 35．5 7 1 1 3

！I

■・（イ）11（口〕

133 79 59，5 雰1   ■ 19 13 i

62 37 59．7 1O 6
1 一≡（イ）i‘（口）■    一

29 10 34．4 3 5 1
21 7 33．3 3 3

1

1
   ■1・（イ〕1主（口）；

@   i

8 3 37．5 3 i

5 2 40 2

一
幸（イ〕 3 1 33，3 1

言（口〕 O 0
1

一   ■ 一

・（イ）il口） 3 2 66．6 1 1
1 1

．一一  一 ’ ■ 山I   一’

’一一（イ）…（口） 3 2 2
H

3 2 2

総括及ビ結論

 本報告ハ1924年ヨリ1929年二至ル過去5ケ年間二百ガ教室二於テ胃液並ビニ「レントゲン

學的検査テ施行セル患者二部シ，1930年8月現在二於クル病状テ間合セ，之ガ返答テ参考ト

シ，外來新患及ビ入院患者別二主トシテ胃液所見ノ診断的賀値テ統計的二論ぜシモノナリ．

 1．2，3疾患ト胃液遊離騒酸度トノ開係ハ次ノ如ク，

 イ．高酸度（41口以上）ハ胃及ビ十二指腸潰瘍ニテ八大約40％二之テ認メ得タルモ，胃癌二

於テハ僅カニ6％ナルノ｛．且胃癌例ニテハ7ぴ以上ノ遊離臨酸度チ有セル例ニハ1例モ遭

遇セズ．

 口．無酸症ハ胃癌二於テI頭地テ抜キ，凡ソ64劣二之テ讃明シ，潰瘍例ニテハ11彩二誼明

シ得タリ．

 ハ．胃癌以外ノ疾患卵チ悪性貧血，再生不能性貧1並t，徽毒性疾患，騰道疾患ソノ他二於デ

モ亦歴々無酸叉ノ、低酸皮テ出現スルトノ諸家ノ報告ハ条等ノ例二於デモ認メ得タリ．

 2．被験例中忠蕃或ハ遺族ヨリノ返蕃テ得タルモノ・内侍二無酸症例二就キテソノ轄騎テ

吟味シタル㍉
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 イ・無酸症例ニシテ胃癌ト診断サレジモノ・I88例中少クモ6例（3．2名）ハ，全然胃癌ノ

轄蹄ヲトラスシテ完ク健康麗ナリ手．

 口・胃癌以外ノ晩鎚ロチ胃炎ノ診断チウケタル73例ノ無酸症例申胃癌ノ轄蹄ヲトリシモノ

ハ2例（2・7％）ニシテ，胃潰瘍ノ診断テウクシ無酸症例36例中3例アリタリ．

 ハ．無酸症テ唯一ノ症候トセシ以外ニハ，「レントゲン検索ソノ他二於テハ何等認ムベキ

所見ラ待ザリシ症例9例中5側ハ健在シ，4例（仲％）ハ明カニ胃癌死ノ危険性アリシコ÷テ

知レリ．

 以上ノ統計的事賛二墓キ，無駿症ノ有スル診断的贋値テ幾分，数量的二判明セシメ得タリ

ト信ズ．

 3胃癌ノ男女両性罹患ノ比率ハ2．8ニシテ，凡ソ先人ノ報告トー致シ男性二通カニ多キ

ナ知ル．

 同疾患ノ年齢的頻度ハ，男性ハ50年代，女性ハ40年代二最モ多キテミタリ．

 4．胃液内乳酸ハ胃癌二於テ5ク26以上二之テ讃明シ，被稔疾患中元モ多シ．

 陽性奉ト胃液遊離臨酸度トノ關係テ見ルニ，何レノ疾患ニテモ，無酸叉ハ低酸凌理二於

テ，ヨリ歴々陽性ナルコトヲ擁護シクリ．

 5弼派内総酸度ト疾患ノ種類トノ鰯係、及ビ各例二於クル総酸度分布ノ状態ハ凡ソ遊離髄

酸ノ夫ト千行ス．

 6．胃液総酸度ヨリ遊離騒酸度ヲ除去セル値二於テハ，疾患二体ル差異ハ認メ難ヰモ，此

値ノ営該総酸度二対スル比率テ求ムル時ハ，ソノ平均値ハ胃癌二於テ最大（51．1）ニシテ胃淡

瘍二於イテハ最小（37．9）ナル値テ得タリ．是，爾疾患鑑別．ピノー資料テ提供スルモノト調7

ベシ．

 7．潜出血反騰ノ診断的贋値ハ胃液二就イチ行7ヨリモ展二就キナ行ヘルモノ・方遥カニ

大テルハ周知ノ事ナリト離，此際特二寄生鍾卵デモ検出シ，就中十二指腸轟症テ除外スベ辛

コトバ診断上犬イニ有意義ナルコトテ語明シ得タリ．

縄筆二當リ，数次卸懇篤ナル御助言テ賜ハリ，且御校閲テ番フジタル恩師大里数援二，謹シデ感謝ノ意

テ棒ゲ，併セテ教室貝諸兄ノ多大ノ助カテ得タルコトチ妓二深謝ス．
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